
平成 22 年 1 月 19 日 

 

区政の最重要課題「がん対策」を強力に推し進める 

～ 第 1 回がん対策推進本部会議開催 ～ 

本日（19 日）、区政の最重要課題となっている「がん対策」を効果的・効率的に推進するため、部局

を横断した総合的な検討機関として設置された庁内組織「がん対策推進本部」（本部長：高野之夫豊島

区長）の第 1回会議が行なわれた。推進本部は、がん検診の受診率向上、がんの早期発見・早期治療を

目指し、区民の健康寿命の延伸を図ることを目的としている。 

 

がんは、昭和 56 年以来日本人の死亡原因第一位となっており、3人に 1人ががんで亡くなっている。

国では平成 19 年に「がん対策基本法」を施行、「がん対策推進基本計画」策定した。それらを受け、東

京都においても平成 20 年 4 月に「東京都がん対策推進基本計画」を策定するなど、がん対策への取り

組みが進んでいる。 

豊島区では、平成 20 年のがんによる死亡者が 668 人で死亡総数の 30.8％となっている一方、がん検

診（住民検診）の受診率が 5.24％（平成 19 年度）となっており、東京 23 区中 20 位と低い水準となっ

ている。それらの現状を踏まえ、「がん対策」を区政の最重要課題と位置づけた。 

具体的な取り組みとしては、本年度から豊島区国保加入者の特定健診・後期高齢者長寿健診の受診券

の送付時に、がん検診の申込書を同封するなどして、がん検診の受診率向上を図っている。 

また、全管理職を対象とした研修「がん基本講演会」を開催したのをはじめ、「乳がん受診勧奨イベ

ント」を厚生労働省との共催で実施するなど、意識啓発活動についても力を注いでいる。 

 

今後は、この「がん対策推進本部会議」を皮切りに、有識者等で構成する「がん対策推進会議」を来

年度設置。意識調査等を行なったうえで、「がん予防計画」（仮称）の策定や、都内初となる「がん対策

条例」（仮称）の制定をめざす。 

日時 平成 22 年 1 月 19 日（火曜日）午前 10 時 40 分～正午 

場所 豊島区役所（東池袋 1-18-1） 4 階 議員協議会室 

当日の様子 高野本部長は、「がん対策は、本区が目指すセーフコミュニティを牽引する取り組み。「が

ん予防計画」の策定、「がん対策条例」の制定により、検診受診率の向上はもとより、が

ん予防、さらにはがんに苦しむ患者とその家族のための環境整備にも積極的に取り組んで

いく」と決意を語った。 

写真 

＊写真はメ

ールで送り

ます 

 

 

 

 

 

 

がん対策への決意を語る高野区長        第１回本部会議の様子 

問合せ 地域保健課  
 


